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リフィニティブ・リッパー・ファンド・アワードは、「Lipper Leader Rating （リッパー・リーダー・レーティング）システム」

の中の「コンシスタント・リターン（収益一貫性）」（リスク調整後リターン）を用い、評価期間3年、5年、10年でファン

ドを評価いたします。評価対象となる分類ごとに、コンシスタント・リターンが最も高いファンドにリフィニティブ・リッ

パー・ファンド・アワードが贈られます。

詳しい情報は、https://www.lipperfundawards.com （英語）をご覧ください。Refinitiv Lipperは、本資料に含まれる

データの正確性・信頼性を確保するよう合理的な努力をしていますが、それらの正確性については保証しません。



基準価額・純資産総額の推移 設定日

信託期間 無期限

決算日 毎年12月20日

（休業日の場合は翌営業日）

信託報酬率 後記の「ファンドの費用・税金」参照

基準価額・純資産総額

基準価額

前月末比

純資産総額

分配金実績

※ ベンチマークは東証株価指数（TOPIX）です。 ※ 分配金は10,000口あたりの税引前の金額
※ ベンチマークは設定日前日を10,000として指数化しています。 ※ 分配金は増減したり支払われないことがあります。
※

期間別騰落率 資産別構成

国内株式

株価指数先物
※ 騰落率は分配金再投資基準価額で算出しています。

組入上位10業種 組入上位10銘柄 銘柄数　：

1 1

2 2

3 3
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ビーイングホールディングス 陸運業 1.9%

小売業 3.8% コンコルディア・フィナンシャルグループ 銀行業 1.8%

化学 5.6%

※比率は純資産総額に対する割合です。
※業種は東証33業種分類です。

不動産業 3.4% ＡＣＣＥＳＳ 情報・通信業 1.7%

その他製品 3.2% 三井物産 卸売業 1.7%

卸売業 7.8% 円谷フィールズホールディングス 卸売業 2.5%

情報・通信業 8.5% 東京エレクトロン 電気機器 2.6%

銀行業 7.4% ジェイフロンティア 食料品 2.5%

機械 6.7% 小池酸素工業 機械 2.0%

ファンド 5.5% 13.5% 15.4% 39.5% 76.4% 196.6%

輸送用機器 8.7% ＭＴＧ その他製品 3.2%

電気機器 17.5% トヨタ自動車 輸送用機器 4.3%

比率 銘柄名 業種 比率

ベンチマーク 3.5% 17.0% 19.2% 38.2% 41.7%
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作成基準日：2024年 3月29日

第22期 2022/12 270円 

第23期 2023/12 130円 

第20期 2020/12 100円 

第21期 2021/12 220円 
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資料作成日：2024年 4月 5日

第19期 2019/12

期間 1カ月 3カ月 6カ月 1年

98.4%

3年 設定来 比率

分配金再投資基準価額は信託報酬控除後のものであり、分配金実績があった場合に税引前
分配金を再投資したものとして算出しています。

113.4% －

短期金融資産等 1.6%

【日本経済新聞掲載名】初くんJ

2000年12月27日

24,706円 

1,286円 

4,292百万円 

設定来累計 2,210円 
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市場動向

運用経過

今後の運用方針

銘柄紹介

※
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　基準価額の騰落率は前月末比5.5％の上昇となりました。

・銘柄選択は、ＡＣＣＥＳＳ（情報・通信業）、小池酸素工業（機械）、住友金属鉱山（非鉄金属）等がプラス寄与となりましたが、ジェ
イフロンティア（食料品）、ＡＩメカテック（機械）、イビデン（電気機器）等がマイナスに影響しました。

・業種配分は、海運業をアンダーウェイトしていたこと、非鉄金属をオーバーウェイトしていたことがプラスに寄与しました。一方、
建設業をアンダーウェイトしていたこと、情報・通信業をオーバーウェイトしていたことがマイナスに影響しました。

・主な買付銘柄は、ダイワボウホールディングス、マクニカホールディングス、ニデック、三菱地所、武田薬品工業、主な売却銘柄
は、三菱商事、ソフトバンクグループ、三井住友フィナンシャルグループ、ＴＯＫＹＯ　ＢＡＳＥ、イビデンなどです。

　国内株式相場において、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は上昇しました。
　日銀がマイナス金利政策を早期に解除するとの見方が重しとなり、月半ばには下押す場面がありました。その後、日銀が金融
政策決定会合でマイナス金利政策を解除するとの観測報道が相次ぎ、懸念材料の織り込みが進んだことに加え、引き続き緩和
的な金融環境を維持する姿勢を示したこと、米国においてはＦＲＢ(米連邦準備制度理事会)が年内で複数回の利下げ見通しを維
持したこともあり、上昇しました。

ファンドマネジャー
株式運用部
シニア・ポートフォリオ・マネジャー　永田　芳樹

　銘柄選定にあたっては、企業を取巻く経済・社会環境および事業環境の変化に対応して、今後成長が期待できる産業分野の中
から、継続して成長が期待でき、質の高いと判断される銘柄を厳選の上、中長期的な観点から投資します。株式の組入比率は、
純資産総額に対して原則として高位を保ち、業種分散、流動性等に配慮のうえ投資します。

7695 交換できるくん

　印象に残る企業名ですが住宅設備機器の本体販売と工事をセットで行う会社です。特徴は安心と価格です。トイレや給湯器、エ
アコンなどの購入で必要になるのは交換作業です。家に見ず知らずの人を入れて作業をお願いすることになりますが、どんな人
が来るか、なんとなく不安になる方もいるかもしれません。同社はその不安感を払しょくするため交換に訪れる作業員の人柄など
にも気を配って依頼しており、安定した作業品質を維持しています。購入者には訪問する人の写真を事前に伝えるなど、お互い気
持ちよく作業できる環境維持に力を入れています。作業員は個人事業主の方が多いそうですが、同社からの安定した作業依頼で
かなりの高収入を得ることができ、より良い人が集まる循環ができあがっています。また価格面では取付費用込みで他社と比べ
魅力的な販売価格を実現しています。その秘密は店舗を持たずＷｅｂ受注のみによる販売管理費削減努力と直販にあります。住
設業界は商社が複層に絡む場合も多く、どうしても販売価格が上昇してしまいます。その非効率なところを改善し消費者が買いや
すい値段を実現しようとしているのが同社です。業績はテレビＣＭをここ１年増やしており、20％の売上増の割に営業利益の改善
は緩慢です。ただ知名度向上もあり今後はリピーターの増加が予想され売上増がダイレクトに利益増につながる局面が近づいて
います。新年度はＰＥＲが20倍を切ることが予想され、割安成長株として注目度が高まりそうです。

上記で紹介している会社は当ファンドのご理解を深めていただくために当該会社の開示資料等を基に明治安田アセットマネ
ジメントが独自に作成したものであり、銘柄への投資を推奨するものではありません。また、上記内容は作成基準日現在のも
のであり、将来予告なく変更する場合があります。



今月のトピック
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海のベンチャーは海の優良REITのようだった

MODEC（三井海洋開発）は、1968年に三井造船（現：三井E&Sグループ）と三井物産の出資により設立されたFPSO*に特化した企業で
す。従来、石油は主に陸地で掘削されていましたが、1950年代から本格的な海洋油田開発が始まりました。大陸棚の浅い海における開発から大
陸棚斜面、深海へと難易度が高まるにつれて、採算を取るための可採埋蔵量が重要となります。MODECが設立された頃は、海洋油田の規模が
小さく収益性も不透明だったため、三井造船の社内ベンチャーとして位置付けられていたとみられます。

MODECは設計から操業後の船の解体まで一貫してプロジェクトを手掛ける点が特徴です。長いプロジェクトの場合は20年以上操業が続きます。
MODECでは他社に製造を委託するファブレス経営を採用しており、工場や造船所といった生産設備などは所有していません。海洋油田の場合、
波、潮流、風など絶えず力が働く場所に適した船の設計が必要なことから、バルク船など同じ仕様の船の製造が得意な日本の造船所ではなく、シン
ガポールなどでオーダーメイドの船を建造するそうです。複数の国の業者が調達や設計、建造に関わるため、MODECでは高いプロジェクトマネジメン
ト力が求められます。

この流れは陸上石油プラントの日揮などに似ています。陸上プラントでは人件費、政治情勢、インフレなど様々な不確定要因が挙げられるため、大
規模な不採算が発生する可能性が高く、受注企業の存続が危ぶまれるケースもみられます。一方、海上では、造船所がMODECから受注した時
点で船価が確定し建造期間が短い傾向にあることから、リスクは相対的に低いと考えます。

MODECが出資を行う特定目的会社はこれらの船をチャーターし、プロジェクトの発注元である石油会社と契約を交わします。特定目的会社は、受
注環境や原油市場価格動向に左右されることなく、契約時に規定されるデイレート（日割作業料率）に基づいた収入がプロジェクト終了まで得ら
れる仕組みです。MODECの収入は出資する特別目的会社からの配当によって安定しているとみられ、海のREITと呼ばれる所以です。店子の退
去リスクは陸上REITより低いと考えられます。さらに、特別目的会社から受託される操業全体の人材管理なども長期的な収益に寄与しているとみ
ています。

多面的な長期安定収益構造のポイントになるのは、特別目的会社を活用したファイナンスの仕組みです。特別目的会社はプロジェクトファイナンス
により、建造費の70％程度借り入れて船を建造し（残りはMODECや商社などからの出資）、船からの収益で長期にわたって返済を行います。固
定金利で借り入れを行い、チャーター料で返済するため、プロジェクトの立ち上げ時点で収益が概ね見通せることになります。MODECの強みは、ファ
イナンス、建造、チャーター、稼働など多面的なプロジェクトマネジメントを行う能力があることです。

2022年にMODECの株価は一時1,500円を割れました。コロナ禍での造船所のロックダウンによって引渡しが遅れたことに起因する一時的な収益
悪化につながりました。ブラジルの大水深対応FPSO傭船事業などプロジェクトの大型化と長期化が進んでおり、1970年代の100億円規模から現
在は3,000億円規模に大型化した事業が定期的に進められています。プロジェクトの本格稼働によって収益が毎年積み上がる構造であることから、
今後の持続的な収益拡大が期待されます。
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出所：ファクトセットのデータをもとに明治安田アセットマネジメント作成
※当資料に掲載されたいかなる内容も将来の運用成果または投資収益を示唆あるいは保証するものではありません。
※当資料に掲載された個別の銘柄や企業名は参考情報であり、これらの銘柄について取得勧誘や売買推奨を行うものではありません。

* FPSO：浮体式海洋石油・ガス生産貯蔵積出設備（Floating Production, Storage and Offloading System）の略称で、船上で石油や天然ガスを生

産、貯蔵、出荷する設備一式を指します。

【MODECの株価推移】
（期間：2021年3月末~2024年3月末、日次）

【MODECの売上高推移】
（期間：2021年~2025年、年次、数値は12月決算時点）

（2024年、2025年は予測値）（円） （億円）
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追加型投信／国内／株式

ファンドの目的
明治安田セレクト日本株式ファンドは、わが国の金融商品取引所に上場（これに準ずるものを含みます。）されている株式を主要投資対象とし、信託財
産の長期的な成長を目指して運用を行います。

ファンドの特色
1 東証株価指数（TOPIX）をベンチマークとし、これを中・長期的に上回る運用成果を上げることを目標に運用を行います。

※ＴＯＰＩＸは、株式会社ＪＰＸ総研が算出する株価指数であり、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性を有するマーケッ
ト・ベンチマークで、浮動株ベースの時価総額加重方式により算出されます。

　ＴＯＰＩＸの指数値及びＴＯＰＩＸに係る標章又は商標は、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」といいます。）の知的財産で
あり、指数の算出、指数値の公表、利用などＴＯＰＩＸに関するすべての権利・ノウハウ及びＴＯＰＩＸに係る標章又は商標に関するすべての権利はＪＰＸ
が有します。ＪＰＸは、ＴＯＰＩＸの指数値の算出又は公表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任を負いません。本商品は、ＪＰＸにより提供、保証又は販売
されるものではなく、本商品の設定、販売及び販売促進活動に起因するいかなる損害に対してもＪＰＸは責任を負いません。

2  銘柄選定にあたっては、企業を取巻く経済・社会環境および事業環境の変化に対応して、今後成長が期待できる産業分野の中から、継続して成長が
期待できる質の高いと判断される銘柄に厳選の上、中長期的な観点から投資します。

3  株式の組入比率は、純資産総額に対して原則として高位を保ち、業種分散、流動性等に配慮のうえ投資します。
※ 投資環境、資金動向等を勘案して、ファンドマネージャーの判断で、組入れ銘柄数の調整や、先物取引等を利用して実質株式組入比率を引下げる

等の調整を行うことがあります。

分配方針
年1回（12月20日。休業日の場合は翌営業日）決算を行い、原則として以下の方針に基づき分配を行います。
・分配対象額の範囲は、諸経費等控除後の利子・配当収入と売買益（評価益を含みます。）等の全額とします。
・収益分配金額は、委託会社が基準価額水準、市況動向等を勘案して決定します。ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行わないこともあります。
※将来の収益分配金の支払いおよびその金額について示唆・保証するものではありません。

投資リスク
基準価額の変動要因
当ファンドは、値動きのある有価証券等に投資しますので、価格変動の影響を受け、基準価額は変動します。
これらの運用により信託財産に生じた運用成果（損益）はすべて投資者の皆さまに帰属します。
したがって、投資者の皆さまの投資元本は保証されているものではなく、基準価額の下落により投資元本を割り込み、
損失を被ることがあります。
投資信託は預貯金と異なります。
なお、ファンドが有する主なリスクは、以下の通りです。
主な変動要因

株価変動リスク 株式の価格は、政治・経済情勢、金融情勢・金利変動等および発行体の企業の事業活動や財務状況等の影響を受
けて変動します。保有する株式価格の下落は、ファンドの基準価額を下げる要因となります。

信用リスク

投資している有価証券等の発行体において、利払いや償還金の支払い遅延等の債務不履行が起こる可能性があ
ります。
また、有価証券への投資等ファンドに関する取引において、取引の相手方の業績悪化や倒産等による契約不履行
が起こる可能性があります。

※ 基準価額の変動要因は上記に限定されるものではありません。

その他の留意点
●当ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用はありません。
●当ファンドは、大量の解約が発生し短期間で解約資金を手当てする必要が生じた場合や主たる取引市場において市場環境が急変した場合等に、一

時的に組入資産の流動性が低下し、市場実勢から期待できる価額で取引できないリスク、取引量が限られてしまうリスクがあります。これにより、基
準価額にマイナスの影響を及ぼす可能性や、換金の申込みの受付が中止となる可能性、換金代金の支払いが遅延する可能性があります。

●有価証券を売買しようとする際、需要または供給が少ない場合、希望する時期・価格・数量による売買ができなくなることがあります。
●資金動向、市況動向等によっては、投資方針に沿う運用ができない場合があります。
●収益分配は、計算期間中に発生した運用収益（経費控除後の配当等収益および売買益（評価益を含みます。））を超えて行われる場合があるため、分

配水準は必ずしも当該計算期間中の収益率を示すものではありません。
投資者の個別元本（追加型投資信託を保有する投資者毎の取得元本）の状況により、分配金額の全部または一部が、実質的に元本の一部払戻しに
相当する場合があります。
分配金は純資産から支払われるため、分配金支払いに伴う純資産の減少により基準価額が下落する要因となります。当該計算期間中の運用収益を
超える分配を行う場合、当期決算日の基準価額は前期決算日の基準価額と比べ下落することとなります。
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お申込みメモ

購 入 単 位 販売会社が定める単位とします。詳しくは販
売会社へお問合わせください。

購 入 価 額

購入申込受付日の基準価額とします。
（基準価額は１万口当たりで表示しています。
以下同じ。）
※ 基準価額は販売会社または委託会社へお

問合わせください。

購 入 代 金 販売会社が指定する期日までにお支払いく
ださい。

換 金 単 位 販売会社が定める単位とします。詳しくは販
売会社へお問合わせください。

換 金 価 額 換金申込受付日の基準価額とします。

換 金 代 金 原則として、換金申込受付日から起算して５営
業日目から受益者に支払います。

申 込 締 切 時 間
原則として、販売会社の営業日の午後３時ま
でに販売会社が受付けた分を当日の申込み
とします。

購入・換金申込受付
の中止及び取消し

金融商品取引所における取引の停止、外国為
替取引の停止その他やむを得ない事情があ
るときは、申込みの受付を中止すること、およ
びすでに受付けた申込みの受付を取消すこ
とがあります。

信 託 期 間 無期限（2000年12月27日設定）

繰 上 償 還

委託会社は、受益権の総口数が３億口を下
回った場合、この信託契約を解約することが
受益者のため有利であると認めるとき、また
はやむを得ない事情が発生したときは、受託
会社と合意のうえ、この信託契約を解約し、信
託を終了させることができます。

決 算 日 毎年12月20日（休業日の場合は翌営業日）

収 益 分 配

年１回決算を行い、収益分配方針に基づいて
分配を行います。
※当ファンドには、「分配金受取りコース」およ

び「分配金再投資コース」があります。なお、
お取扱い可能なコースおよびコース名に
ついては、異なる場合がありますので、販
売会社へお問合わせください。

課 税 関 係

課税上は、株式投資信託として取扱われます。
配当控除の適用が可能です。益金不算入制
度の適用はありません。
公募株式投資信託は税法上、一定の要件を
満たした場合に少額投資非課税制度（NISA）
の適用対象となります。
※当ファンドは、NISAの「特定非課税管理勘定
（成⾧投資枠）」の対象です。販売会社によっ
て取扱いが異なる場合があります。詳しく
は、販売会社へお問合わせください。

なお、税法が改正された場合には、上記の内
容が変更されることがあります。

ファンドの費用・税金
投資者が直接的に負担する費用

購入時手数料

購入価額に、3.3％（税抜3.0％）を上限として
販売会社が定める率を乗じて得た額とします。
詳細については、お申込みの各販売会社まで
お問合わせください。
※ 購入時手数料は、購入時の商品説明、事務

手続き等の対価として販売会社にお支払
いいただきます。

信託財産留保額 ありません。
投資者が信託財産で間接的に負担する費用

運用管理費用
（信託報酬）

ファンドの純資産総額に対し、年1.375％（税
抜1.25％）の率を乗じて得た額がファンドの計
算期間を通じて毎日計上され、ファンドの日々
の基準価額に反映されます。なお、毎計算期間
の最初の6ヵ月終了日（該当日が休業日の場合
は翌営業日）および毎計算期末または信託終
了のとき、信託財産中から支払われます。
内訳

配分 料率（年率）
委託会社 0.55％（税抜0.5％）
販売会社 0.77％（税抜0.7％）
受託会社 0.055％（税抜0.05％）
合�計 1.375％（税抜1.25％）

その他の
費用・手数料

信託財産の監査にかかる費用（監査費用）とし
て監査法人に年0.0044％（税抜0.004％）を
支払う他、有価証券等の売買の際に売買仲介
人に支払う売買委託手数料、先物取引・オプ
ション取引等に要する費用、資産を外国で保管
する場合に当該資産の保管や資金の送金等に
要する費用として保管銀行に支払う保管費用、
その他信託事務の処理に要する費用等がある
場合には、信託財産でご負担いただきます。
※その他の費用については、運用状況等によ

り変動しますので、事前に料率、上限額等を
表示することができません。また、監査費用
は監査法人等によって見直され、変更され
る場合があります。

※ 当該手数料等の合計額については、投資者の皆さまの保有期間等に
応じて異なりますので、表示することができません。

ファンドの税金
・税金は表に記載の時期に適用されます。
・以下の表は、個人投資者の源泉徴収時の税率であり、課税方法等によ
り異なる場合があります。

時　期 項　目 税　金

分配時 所得税及び
地方税

配当所得として課税します。
普通分配金に対して
…………………………20.315％

換金（解約）時
及び償還時

所得税及び
地方税

譲渡所得として課税します。
換金（解約）時及び償還時の差益
（譲渡益）に対して
…………………………20.315％

※ 外国税額控除の適用となった場合には、分配時の税金が上記と異な
る場合があります。

※ 受益者が確定拠出型年金法に規定する資産管理機関および国民年
金基金連合会等の場合は、所得税および地方税がかかりません。ま
た、確定拠出年金制度の加入者については、確定拠出年金の積立金
の運用にかかる税制が適用されます。

※法人の場合については上記とは異なります。
※ 税法が改正された場合等には、上記の内容が変更されることがあり

ます。
　 税金の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認される

ことをお勧めいたします。

明治安田セレクト日本株式ファンド
《愛称》初くん

追加型投信／国内／株式

設定・運用は� 最終ページの「当資料ご利用にあたってのご留意事項」を必ずご覧ください。
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販売会社一覧
※お申込み・投資信託説明書（交付目論見書）のご請求は、以下の販売会社へお申し出ください。

日本証券
業協会

一般社団
法人日本
投資顧問
業協会

一般社団
法人第二
種金融商
品取引業

協会

一般社団
法人金融
先物取引
業協会

日本商品
先物取引

協会

株式会社イオン銀行
（委託金融商品取引業者 マネック
ス証券株式会社）

登録金融機関 関東財務局長（登金）第633号 ○

株式会社愛媛銀行 登録金融機関 四国財務局長（登金）第6号 ○

株式会社鹿児島銀行 登録金融機関 九州財務局長（登金）第2号 ○ ＊

株式会社荘内銀行 登録金融機関 東北財務局長（登金）第6号 ○ ＊

株式会社北陸銀行 登録金融機関 北陸財務局長（登金）第3号 ○ ○ ＊

株式会社ＳＢＩ新生銀行
（委託金融商品取引業者 マネック
ス証券株式会社）

登録金融機関 関東財務局長（登金）第10号 ○ ○

株式会社ＳＢＩ新生銀行
（委託金融商品取引業者 株式会
社ＳＢＩ証券）

登録金融機関 関東財務局長（登金）第10号 ○ ○

池田泉州ＴＴ証券株式会社 金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第370号 ○

九州ＦＧ証券株式会社 金融商品取引業者 九州財務局長（金商）第18号 ○

十六TT証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第188号 ○ ＊

大和証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第108号 ○ ○ ○ ○ ＊

東海東京証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第140号 ○ ○ ○ ○

西日本シティＴＴ証券株式会社 金融商品取引業者 福岡財務支局長（金商）第75号 ○

浜銀ＴＴ証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第1977号 ○

ほくほくＴＴ証券株式会社 金融商品取引業者 北陸財務局長（金商）第24号 ○ ＊

松井証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第164号 ○ ○

マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第165号 ○ ○ ○ ○

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第195号 ○ ○ ○ ○ ○

ワイエム証券株式会社 金融商品取引業者 中国財務局長（金商）第8号 ○

auカブコム証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第61号 ○ ○ ○ ○

株式会社ＳＢＩ証券 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第44号 ○ ○ ○

＊ 現在、新規の販売を停止しております。

 明治安田セレクト日本株式ファンド
《愛称》初くん
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銀行

証券会社

販売会社名 登録番号

加入協会

備考



当資料ご利⽤にあたってのご留意事項
〇

〇

〇

〇 当資料は信頼できると考えられる情報に基づいて作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありません。

〇

〇

〇

委託会社 ファンドの運⽤の指図等を⾏います。 ＜ファンドに関するお問い合わせ先＞
明治安田アセットマネジメント株式会社
フリーダイヤル 0120－565787（営業⽇の午前9時〜午後5時）
ホームページアドレス  https://www.myam.co.jp/

受託会社 ファンドの財産の保管および管理等を⾏います。
株式会社りそな銀⾏

販売会社 ファンドの募集の取扱いおよび解約お申込みの受付等を⾏います。
販売会社一覧をご覧ください。

明治安田アセットマネジメント株式会社
⾦融商品取引業者 関東財務局⻑(⾦商)第405 号
加⼊協会︓一般社団法⼈投資信託協会

一般社団法⼈⽇本投資顧問業協会

〇 当資料の運⽤実績に関するグラフ・数値等は、過去の実績を⽰したものであり、将来の運⽤成果等を⽰唆あるいは保証するものではありません。

当資料に指数・統計資料等が記載される場合、それらに関する著作権等の知的財産権、その他一切の権利は、それらを作成・公表している各主体に帰
属します。各主体は、当ファンドの運⽤成果等に関し、一切責任はありません。

当資料に記載された⾒解・⾒通し・投資⽅針は作成時点における明治安田アセットマネジメント株式会社の⾒解等であり、将来の経済・市場環境の変
動等を⽰唆・保証するものではありません。

当資料に掲載された個別の銘柄や企業名は参考情報であり、これらの銘柄について取得勧誘や売買推奨を⾏うものではありません。また、将来の組⼊
れを⽰唆または保証するものではありません。

委託会社、その他関係法人の概要

投資信託は、預⾦や保険契約とは異なり、預⾦保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象ではなく、また、登録⾦融機関から購⼊された投資信
託は投資者保護基⾦の補償対象ではありません。

明治安田セレクト日本株式ファンド
《愛称》初くん

追加型投信／国内／株式

当資料は、明治安田アセットマネジメント株式会社が運⽤状況をお知らせすることを目的に作成したものであり、⾦融商品取引法に基づく開⽰資料で
はありません。

投資信託のお申込みを⾏う場合には投資信託説明書（交付目論⾒書）を販売会社よりお渡しいたしますので、必ず投資信託説明書（交付目論⾒書）で
内容をご確認のうえ、ご自身でご判断ください。

〇 投資信託はリスクを含む商品であり、運⽤実績は市場環境等により変動します。投資信託の運⽤による損益は、すべて投資者の皆さまに帰属します。
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